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氏名 山 田 隆 敏     

  最終学歴 1969 年関西大学大学院文学研究科英語学専攻博士課程前期修了 

  取得学位 文学修士 

 

  所属学会 

大学教育学会（JACET）、外国教育メディア学会（LET）,日本ブロン

テ学会、関西大学英語学会、大学教育学会 

現在の専門分野 英語言語学（方言学の実態分析） 

研究課題 英語表現にみる呼称表記の研究（愛称語・蔑称語の心理） 

FD 教養語学教育の授業改善の実践と課題 

【研究上の課題】 

語学教育の根幹をなすのは、研究実績と実践的授業改善のコラボレーション効果の実態内

容が、今後ますます希求される事態を迎えると想われる。約４０年に及ぶ英語言語学の口

語および文語表現にみる表記実態調査（エミリーブロンテおよびトーマスハーディの作品）

と CALL 機器を活用した語学授業改善の実践【コラボレーション効果】を、研究上の課題

としている。 

 

【教育上の特記事項】 

奈良大学報(vol/138 号)“国語力は母親、基本をしっかり。英語力は父親、視野を外に広げ

る”の中で紹介したように、語学教育とくに高等教育機関の英語教育の見方についての提

言を行った。英語はあくまで『外の国語』の存在でなく、アジアの民族との『共通の国語』

として、日本の国家戦略の戦術言語たることを学生に話したところ大きな反響を得た。ま

た私の独自な授業評価として学生の信頼を得ているのが、学習参加点（20%）・学習活動点 

(40%)・定期試験点（40%）の三位一体システムである。ただの出席は０点である。 

英語の授業を通じて、また英語表現内容から『今の日本社会と文化と人間の姿』を知らし

め、己の実証を知らしめる異文化体験を、“机間巡視から生まれる全員声かけ実践”にて浸

透させている。 

端的に申せば、『語学教育は人間教育』であるモットーに、日々試行錯誤している。この独

自の土臭い教育内容は教職総合演習にて、ユニークな成果を得ている。具体的には、『総合

学習の時間』を念頭に、多彩な１３コマを実施中である。付属幼稚園での園児研修、付属

高校での生徒会・奈良大コースとの意見交換会の実施などを、教案づくりから生まれる発

想で精力的こなしている。 

上記外に、1989 年から継続して CALL 教育の維持管理と刷新に勤めている。 

【社会的活動】 



日本英語検定奈良県実施委員会総会講師（奈良、天理大学）。当委員会の常任顧問。 

日本英語検定協会の実用英語技能検定試験の実施責任者として 1971 年から、奈良大学にて 

継続して実施し、本学の社会的認知に間接的に勤める。 

伊藤孝治先生喜寿記念論集の編集査読委員長。 

【学内活動】（学内職歴を含む） 

全学広報委員会委員、就職委員会委員、学生相談室委員、教養部企画委員、CALL 教室企

画運営担当、TOEIC テスト実施担当など。 

サークル顧問＝ユニセフボランティアサークル、クイズ研究会、茶道部、映画研究会、チ

ャレンジオブギネス、馬事文化研究会など 

クラブ顧問 ＝軟式野球愛好会、少林寺拳法部、ウインドオーケストラ部など、 

上記外の顧問＝実用英語検定活動本部 
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（学術論文） 

授業研究：英語の

学力―転機の英

語教育 

 

 

 

 

単著 

 

200７年３月 

 

奈良大学紀

要、第３５号 

 

「大学を取り巻く社会的環境

と教養教育の責務」「英語を取

り巻く社会環境と英語教育の

責務」「学習条件と分析」「本

学にとっての教養教育と

は？」「FD 授業計画案例」「学

生による授業評価」など、諸

案件のテーマに持論を述べて

構成している 



（その他」 

国語力は「母親」、

基本をしっかり、

英語力は「父親」、

視野を外に広げる 

 

 

良い習慣は第二の

自分をつくる 

 

単著 

 

 

 

 

 

単著 

 

2006 年 11 月 

 

 

 

 

 

2007 年３月 

 

奈良大学報、 

第 138 号 

 

 

 

 

奈良大学学

生相談室報

告書・第 13

号 

 

英語をなぜ「外」国語・「外国」

語と呼ぶのか？ 

今年の授業・・英語、言語、

遺産、環境、心理、科学、看

護、教育 

 

正しい生活習慣と自然環境と

の共生についての発想の転換

について 

 

 


